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岐阜市文化芸術に関する市民意識調査結果 概要版 

 

 

■調査概要 

◯調査目的： 市民の文化芸術に関する意識、ニーズの把握から、平成 18 年度策定の「岐阜市芸術文化

振興指針」を見直し新たな指針を策定する基礎資料とする。 

◯調査方法： 16歳以上の岐阜市民を対象に 3,000人を無作為に抽出。 

調査票を郵送配布、郵送回収。 

◯実施時期： 平成 28年 11月 

◯回収結果： 回答数 1,502、回答率 50.1%（配布 3,000） 

◯調査項目： ・設問１ 回答者属性 

・設問２ 文化芸術への関心や取り組み 

・設問３ 文化芸術に関する市の取り組みの重要性 

・設問４ 文化施設の利用状況 

・設問５ 市の文化施設に望むこと 

・設問６ 子どもが文化芸術に関心を持つための取り組み 

・設問７ 自由記述 

 

設問１ 回答者属性 

■年齢、職業 

・アンケート回答者は、70代以上が 23%と最多で、若くなるほど割合が小さくなる傾向にある。30代、20代

でもそれぞれ 12%、8%であり、比較的幅広い年齢の方々に回答していただいた。 

・回答者の職業は、会社員、主婦・主夫、無職の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ＜年齢＞                                    ＜職業＞ 

■普段主に用いる交通手段、イベント等の情報収集方法 

・回答者が主に用いる交通手段は自動車が 67%最も高い。 

・岐阜市のイベント情報の入手方法で最も高いのは「広報ぎふ」からが 30%であり、以下、新聞、情報誌・雑

誌、口コミと続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主に用いる交通手段＞                          ＜イベント等の情報収集方法＞ 
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設問 2 あなたの文化芸術への関心や取り組み 

① １年間に自宅以外で鑑賞したことがあるもの（最も多かったもの、2番目に多かったもの） 

＜鑑賞した分野＞ 

・自宅以外で鑑賞したもののうち、

最多は「映画」、次いで「文化遺

産・歴史的建造物」「音楽（邦楽）」

となっている。 

・“最も多かった”のみでみると、

「映画」が約 30％（448/1502）、

続いて、「音楽（全ジャンル合計）」

で約 15％となっており、３番目

以降の分野を大きく離している。 

・自宅以外で何も鑑賞をしなかった

人は全体の約 27％（399/1502）

程度。 

・“２番目に多かった”のみでみる

と、最多は「映画」となっている

が、次に多いのは「文化遺産・歴

史的建造物」となっている。 

 

＜鑑賞の頻度＞ 

・“最も多かった”、“２番目に多かった”を合わせて

鑑賞頻度をみると、全体的には「年 1回」「年に 2~3

回」で 60％を占める。 

・2~3 ヶ月に１回以上鑑賞している方が 50%を超え

ている分野は、「メディア芸術」、「音楽（洋楽）」「舞

踊（邦舞）」である。 
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＜分野別鑑賞頻度＞ 

＜鑑賞した分野＞ 
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＜鑑賞した時間帯・曜日＞ 

・鑑賞した時間帯・曜日は、「土・日・祝の午後」が最多となっている。平日に鑑賞する人は 44%、土・日・

祝日に鑑賞する人は 56%であり、土・日・祝日の方が多い。 

・分野別にみると、「華道」「伝統芸能」は 60%以上の方が平日に、「音楽（邦楽）」「舞踊（邦舞）」「舞踊（洋

舞）」「地域に残る伝統行事」「書道」「文化遺産・歴史的建造物」は 60%以上の方が土・日・祝日に鑑賞して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜鑑賞した場所＞ 

・鑑賞した場所は、全分野合計では岐阜市内が 50%、県外が 28%である。 

・分野別でみると、「伝統芸能（能・歌舞伎など）」「文化遺産・歴史的建造物」は県外で鑑賞されている割合が

高い。 

・岐阜市内で鑑賞されている分野は「写真」「書道」「華道」「落語」でありそれぞれ 80%を超えている。 

・岐阜県内（岐阜市を除く）が多い分野は「映画」「陶芸」である。 

・場所については、県外では愛知県、岐阜県内（岐阜市を除く）では各務原など近隣市が高い傾向にある。 
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＜年齢別傾向＞ 

・年齢別の傾向をみると、若年（10

代・20 代）、壮年（30 代~50 代）、

高齢（60代~）と年代が上がるほど、

「鑑賞していない」の割合が上がる。 

・鑑賞した分野をみると、若年では

「映画」が約 40%で最も高い。 

・壮年、高齢においても「映画」が

最も多いのは同様であるが、年代が

上がるほどその割合は小さくなっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

鑑賞した分野 

※年齢未記入の回答があるため、全体欄と各年代の合計は一致しない 

端数処理の関係上、割合の合計が 100%とならない場合がある 
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＜年代別鑑賞分野＞ 

＜年代別鑑賞分野＞ 

票数 割合(%) 票数 割合(%) 票数 割合(%) 票数 割合(%)

音楽（洋楽） 19 6.2 53 5.9 49 6.9 126 6.4

音楽（邦楽） 42 13.7 110 12.2 39 5.5 196 10.0

ポピュラー音楽 16 5.2 44 4.9 40 5.6 103 5.2

洋画 15 4.9 61 6.7 56 7.9 135 6.9

日本画 4 1.3 22 2.4 65 9.2 91 4.6

陶芸 2 0.7 11 1.2 21 3.0 37 1.9

工芸 0 0.0 15 1.7 14 2.0 31 1.6

写真 6 2.0 23 2.5 47 6.6 78 4.0

演劇 16 5.2 34 3.8 25 3.5 76 3.9

舞踊（洋舞） 6 2.0 9 1.0 2 0.3 17 0.9

舞踊（邦舞） 1 0.3 5 0.6 2 0.3 9 0.5

映画 122 39.9 309 34.2 152 21.4 592 30.2

メディア芸術（映画を除く） 9 2.9 14 1.5 1 0.1 25 1.3

伝統芸能（能・歌舞伎など） 2 0.7 6 0.7 12 1.7 20 1.0

地域に残る伝統行事 4 1.3 30 3.3 40 5.6 75 3.8

落語 4 1.3 4 0.4 18 2.5 26 1.3

華道 1 0.3 7 0.8 20 2.8 28 1.4

書道 5 1.6 14 1.5 16 2.3 36 1.8

文化遺産・歴史的建造物 20 6.5 103 11.4 77 10.9 204 10.4

その他 12 3.9 30 3.3 13 1.8 57 2.9

合計 306 100.0 904 100.0 709 100.0 1962 100.0

項目
若年 壮年 高齢 全体



5 

27

8

10

6

22

22

22

3

17

6

3

35

2

15

3

47

14

16

9

12

23

27

37

32

28

10

2

15

19

8

3

13

3

3

29

3

2

5

22

7

5

14

12

11

20

19

22

945

0 100 800 1000

自ら取り組んだ文化芸術活動はない

その他

文化芸術に関するボランティア

将棋

囲碁

書道

華道

茶道

落語

地域に残る伝統行事

伝統芸能（能・歌舞伎など）

メディア芸術（映画を除く）

映画

舞踊（邦舞）

舞踊（洋舞）

演劇

写真

工芸

陶芸

日本画

洋画

ポピュラー音楽

音楽（邦楽）

音楽（洋楽）

文芸（小説、詩、短歌、俳句など）

(票）

活動_最も多かったもの

活動_２番目に多かったもの

② 自宅以外で自ら取り組んだ文化芸術活動（最も多かったもの、２番目に多かったもの） 

＜取り組み状況、活動分野＞ 

・自ら取り組んでいる文化芸術

活動は、「ない」が最多で約

63%（945/1502）である。 

・取り組んでいる分野で最も多

いのは、「写真」であり、次い

で「映画」「音楽（洋楽）」と続

くが、全体でみるとそれぞれ

5％程度であり、取り組んでい

る分野は多岐にわたる。 

 

 

 

 

 

＜年代別の活動分野＞ 

・取り組んでいる文化芸術活動について年代

別に見ると、若年（10代・20代）の 74%

が「活動していない」のに対し、高齢（60

代以上）ではが 61%と、何らかの文化芸術

活動をしている割合が増える。 

・“最も多い活動”“２番目に多い活動”を合

わせ年代別の活動分野をみると、若年、壮

年では「写真」が、高齢では「文芸」がそ

れぞれ最多である。 

 

年齢未記入の方がいるため、合計欄と各年代の合計は一致しない 

端数処理の関係上、各分野の合計が 100%とならない場合がある 

 

票数 割合(%) 票数 割合(%) 票数 割合(%) 票数 割合(%)

文芸（小説、詩、短歌、俳句など） 8 9.6 13 4.7 32 10.1 54 7.8

音楽（洋楽） 5 6.0 26 9.5 24 7.6 56 8.1

音楽（邦楽） 9 10.8 19 6.9 17 5.4 47 6.8

ポピュラー音楽 3 3.6 15 5.5 14 4.4 34 4.9

洋画 4 4.8 9 3.3 10 3.2 24 3.5

日本画 0 0.0 5 1.8 18 5.7 23 3.3

陶芸 1 1.2 9 3.3 9 2.8 21 3.0

工芸 2 2.4 7 2.5 10 3.2 21 3.0

写真 12 14.5 31 11.3 26 8.2 69 10.0

演劇 1 1.2 4 1.5 3 0.9 8 1.2

舞踊（洋舞） 3 3.6 7 2.5 6 1.9 17 2.5

舞踊（邦舞） 0 0.0 3 1.1 2 0.6 5 0.7

映画 7 8.4 30 10.9 24 7.6 64 9.2

メディア芸術（映画を除く） 0 0.0 4 1.5 2 0.6 6 0.9

伝統芸能（能・歌舞伎など） 0 0.0 3 1.1 6 1.9 9 1.3

地域に残る伝統行事 1 1.2 11 4.0 17 5.4 30 4.3

落語 0 0.0 2 0.7 4 1.3 6 0.9

茶道 4 4.8 11 4.0 14 4.4 30 4.3

華道 3 3.6 13 4.7 25 7.9 41 5.9

書道 11 13.3 14 5.1 11 3.5 37 5.3

囲碁 0 0.0 1 0.4 5 1.6 6 0.9

将棋 1 1.2 2 0.7 9 2.8 12 1.7

文化芸術に関するボランティア 0 0.0 8 2.9 9 2.8 18 2.6

その他 8 9.6 28 10.2 19 6.0 55 7.9

総計 83 100.0 275 100.0 316 100.0 693 100.0

項目
若年 壮年 高齢 全体

＜年代別活動分野＞ 

26.4 

26.0 

38.7 

73.6 

74.0 

61.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若年

壮年

高齢

活動した

活動していない

＜活動分野＞ 

＜年代別活動状況＞ 
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＜活動の頻度＞ 

・活動頻度は、「月に 2~3回」「年に 2~3回」が最も多い。な

お、57%が月に 1回以上の活動を行っている。 

・分野別にみると、活動頻度が週１回以上の割合が高いのは、

「囲碁」「舞踊（洋舞）」「伝統芸能」である。一方、年に 2~3

回以下の割合が高いのは「演劇」「地域に残る伝統行事」「落

語」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜活動した時間帯・曜日＞ 

・活動した時間帯・曜日は、分野によって傾向が異なるが、

「平日の午後」が比較的高い。 

・平日の活動が多い分野は「文芸」「伝統芸能」「茶道」「書道」、

土・日・祝日の活動が多い分野は「演劇」「地域に残る伝統

芸能」「落語」「囲碁」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3%
6%

12%

20%

16%

9%

20%

14% 週４回以上

週２～３回

週１回

月に２～３回

月に１回

２～３か月に１回

年に２～３回

年に１回

14%

31%

9%

15%

26%

5%

平日の午前

平日の午後

平日の夜間

土・日・祝日の午前

土・日・祝日の午後

土・日・祝日の夜間

14%

31%

9%

15%

26%

5%

平日の午前

平日の午後

平日の夜間

土・日・祝日の午前

土・日・祝日の午後

土・日・祝日の夜間

9.4

14.3

4.3

5.9

8.3

4.5

7.4

3.3

10.0

6.3

3.2

7.3

8.1

15.8

5.1

7.5

7.1

6.4

2.9

4.2

4.5

5.0

14.3

37.5

20.0

12.9

5.4

33.3

5.1

15.1

8.9

14.9

20.6

12.5

13.6

9.5

8.8

18.8

16.7

20.0

9.4

16.7

16.1

17.1

16.2

33.3

10.5

12.8

18.9

16.1

27.7

26.5

20.8

22.7

10.0

28.6

27.9

14.3

12.5

40.0

10.0

6.3

32.3

19.5

29.7

25.0

15.8

35.9

24.5

10.7

8.5

11.8

16.7

9.1

5.0

23.8

23.5

6.3

21.7

33.3

6.3

12.9

22.0

13.5

16.7

16.7

10.5

15.4

7.5

7.1

2.1

2.9

12.5

4.5

20.0

9.5

14.7

6.3

11.7

33.3

9.4

16.7

3.2

7.3

2.7

16.7

16.7

10.5

10.3

11.3

16.1

23.4

14.7

12.5

22.7

25.0

14.3

10.3

28.6

12.5

40.0

43.3

40.0

40.6

50.0

12.9

17.1

10.8

33.3

21.1

7.7

5.7

19.6

12.8

14.7

12.5

18.2

35.0

14.3

5.9

42.9

6.3

20.0

16.7

16.7

21.9

16.7

6.5

9.8

13.5

8.3

15.8

7.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

文芸（小説、詩、短歌、俳句など）

音楽（洋楽）

音楽（邦楽）

ポピュラー音楽

洋画

日本画

陶芸

工芸

写真

演劇

舞踊（洋舞）

舞踊（邦舞）

映画

メディア芸術（映画を除く）

伝統芸能（能・歌舞伎など）

地域に残る伝統行事

落語

茶道

華道

書道

囲碁

将棋

文化芸術に関するボランティア

その他

週４回以上

週２～３回

週１回

月に２～３回

月に１回

２～３か月に１回

年に２～３回

年に１回

22.0

3.8

6.4

6.1

17.4

14.3

10.0

33.3

16.4

6.7

20.0

13.3

16.7

25.0

10.0

17.2

7.9

36.1

23.5

17.9

46.0

19.2

21.3

42.4

26.1

42.9

30.0

23.8

17.9

14.3

40.0

40.0

30.0

33.3

37.5

23.3

20.0

41.4

50.0

25.0

33.3

45.5

35.3

35.9

10.0

25.0

12.8

6.1

13.0

5.0

14.3

13.3

3.3

16.7

12.5

3.3

17.2

5.3

5.6

18.2

5.9

7.7

4.0

7.7

12.8

15.2

8.7

14.3

25.0

14.3

25.4

14.3

13.3

18.3

30.0

6.9

21.1

5.6

16.7

17.6

17.9

14.0

34.6

36.2

21.2

21.7

23.8

30.0

28.6

38.8

42.9

20.0

20.0

28.3

33.3

25.0

30.0

80.0

17.2

13.2

27.8

50.0

36.4

11.8

15.4

4.0

9.6

10.6

9.1

13.0

4.8

14.3

6.7

20.0

6.7

3.3

2.6

5.9

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

文芸（小説、詩、短歌、俳句など）

音楽（洋楽）

音楽（邦楽）

ポピュラー音楽

洋画

日本画

陶芸

工芸

写真

演劇

舞踊（洋舞）

舞踊（邦舞）

映画

メディア芸術（映画を除く）

伝統芸能（能・歌舞伎など）

地域に残る伝統行事

落語

茶道

華道

書道

囲碁

将棋

文化芸術に関するボランティア

その他

平日の午前

平日の午後

平日の夜間

土・日・祝日の午前

土・日・祝日の午後

土・日・祝日の夜間

＜分野別活動頻度＞ 

＜分野別活動時間帯・曜日＞ 
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＜活動した場所＞ 

・活動した場所は、全体で見ると「岐阜市内」が大部分を占める。 

・分野別でみると、県外の割合が高いのは「伝統芸能」「工芸」「写真」、岐阜市以外の県内の割合が高いのは「陶

芸」「文化芸術に関するボランティア」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜活動をはじめたきっかけ＞ 

・活動のきっかけは「活動をし

ている知人に誘われて」が最

多である。 

・次いで「情報誌やチラシ等を

見て」となっている。 

 

 

 

 

 

③鑑賞、活動をしない、又はできない理由 

 

・鑑賞、活動をしない理由とし

ては、「時間に余裕がない」こ

とを挙げる人が多い。次いで

「興味のある活動、イベント

がない」が多い。 

・年代別でみると、若者・壮年

では「時間に余裕がない」を

挙げる方が多い。高齢は「時

間に余裕がない」が最多では

あるが、「趣味仲間がいない」

を挙げる方が多い。 

 

 

 

 

 

98.0

71.7

73.3

90.9

73.9

72.7

36.8

66.7

61.2

71.4

80.0

100.0

65.0

100.0

66.7

73.3

80.0

90.0

86.8

88.9

100.0

100.0

70.6

79.5

7.5

11.1

3.0

13.0

9.1

42.1

4.8

16.4

14.3

13.3

25.0

16.7

20.0

3.3

13.2

5.6

29.4

15.4

20.8

15.6

6.1

13.0

18.2

21.1

28.6

22.4

14.3

6.7

10.0

33.3

10.0

6.7

5.6

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

文芸（小説、詩、短歌、俳句など）

音楽（洋楽）

音楽（邦楽）

ポピュラー音楽

洋画

日本画

陶芸

工芸

写真

演劇

舞踊（洋舞）

舞踊（邦舞）

映画

メディア芸術（映画を除く）

伝統芸能（能・歌舞伎など）

地域に残る伝統行事

落語

茶道

華道

書道

囲碁

将棋

文化芸術に関するボランティア

その他

市内

県内

県外

105

128

219

144

103

0 50 100 150 200 250

文化芸術を鑑賞して

講座、教室等への参加を通して

活動をしている知人に誘われて

情報誌やチラシ等を見て

その他

(票）

9.8%

6.4%

4.3%

13.3%

4.3%

7.1%

19.0%

22.5%

27.9%

12.0%

8.7%

15.7%

1.0%

0.2%

0.0%

1.5%

0.4%

0.7%

22.8%

12.2%

15.7%

13.8%

21.7%

13.6%

8.5%

2.9%

3.6%

20.3%

29.3%

35.7%

17.3%

20.2%

22.1%

19.0%

24.5%

22.1%

29.3%

57.3%

55.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

高齢

壮年

若年

時間に余裕がない

お金がかかる

どんな活動、イベントがあるかわからない

興味のある活動、イベントがない

交通手段がない

時間が合わない

趣味仲間がいない

障害があっても取り組める活動が少ない

バリアフリー非対応

文化芸術に関心がない

自宅での鑑賞（DVD,CD）で十分

自宅で取り組みをしているから出かける必要はない

その他

＜分野別活動場所＞ 

＜年代別鑑賞・活動できない理由＞ 

※複数回答 

＜活動をはじめたきっかけ＞ 

※複数回答 
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④今後関わってみたい文化芸術の分野 

 

・今後や関わってみたい

分野は「映画」、「文化

遺産・歴史的建造物」

の２つが高く、次いで

「音楽（邦楽）」「陶芸」、

「音楽（洋楽）」の順と

なっている。 

・年代別でみると、若年

は「音楽（邦楽）」「映

画」「写真」、壮年は「映

画」「文化遺産・歴史的

建造物」「音楽（邦楽）」、

高齢は「文化遺産・歴

史的建造物」「映画」「文

芸」がそれぞれ票数の

多い分野となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

127
167

192
121

108
80

169
82

147
83

35
19

256
30

52
95

67
70

99
121

31
42

253
53

62

0 50 100 150 200 250 300

文芸（小説、詩、短歌、俳句など）

音楽（洋楽）

音楽（邦楽）

ポピュラー音楽

洋画

日本画

陶芸

工芸

写真

演劇

舞踊（洋舞）

舞踊（邦舞）

映画

メディア芸術（映画を除く）

伝統芸能（能・歌舞伎など）

地域に残る伝統行事

落語

茶道

華道

書道

囲碁

将棋

文化遺産・歴史的建造物

文化芸術に関するボランティア

その他

(票)

＜年代別今後関わってみたい分野＞ 

※複数回答 

＜今後関わってみたい分野＞ 

11.6%

16.4%

24.9%

12.2%

5.3%

5.8%

10.1%

4.2%

19.6%

8.5%

5.3%

2.6%

24.3%

3.2%

3.2%

4.8%

6.9%

1.1%

9.0%

5.3%

1.1%

2.1%

13.8%

2.6%

1.6%

6.5%

13.1%

16.0%

9.4%

8.9%

3.9%

14.7%

7.3%

11.4%

7.3%

2.7%

1.5%

20.2%

3.3%

4.5%

6.7%

5.5%

4.3%

7.4%

9.8%

1.5%

2.2%

19.5%

3.9%

4.5%

9.4%

7.9%

5.6%

5.6%

5.8%

6.8%

8.1%

4.0%

4.9%

2.8%

1.2%

0.5%

11.4%

0.3%

2.5%

6.6%

3.3%

5.8%

5.3%

6.8%

3.1%

3.6%

14.8%

3.6%

4.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

文芸（小説、詩、短歌、俳句など）

音楽（洋楽）

音楽（邦楽）

ポピュラー音楽

洋画

日本画

陶芸

工芸

写真

演劇

舞踊（洋舞）

舞踊（邦舞）

映画

メディア芸術（映画を除く）

伝統芸能（能・歌舞伎など）

地域に残る伝統行事

茶道

落語

華道

書道

囲碁

将棋

文化遺産・歴史的建造物

文化芸術に関するボランティア

その他

若年

壮年

高齢
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⑤文化芸術の関心度 

 

・鑑賞に関心の高い文化芸術の分野は、「③音楽、演劇、舞踊」「⑤美術、写真」「⑯文化遺産、歴史的建造物」

であり、「③音楽、演劇、舞踊」の鑑賞が好き（「非常にそう思う」「そう思う」の計）と回答した人は約 70%

である。 

・取り組みたい・取り組んでいる「②④⑥⑧⑩⑫⑭⑮⑰」を訪ねた設問では、「そう思わない」「全くそう思わ

ない」の回答が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・非常にそう思う：２点、そう思う：１点、どちら

ともいえない：０点、そう思わない：－１点、全く

そう思わない：－２ で回答に重み付けして、文化

芸術分野ごとに加重平均をした。 

・結果、“鑑賞が好き”な分野として「③音楽・演劇・

舞踊」「⑤美術・写真」のポイントが高い。 

・“取り組みたい・取り組んでいる”のポイントが高

い分野は「⑥美術・写真」「⑭華道・茶道・書道」

「⑰文化遺産・歴史的建造物」である。 

・“鑑賞が好き”と“取り組みたい・取り組んでいる”

の差が小さい分野は「⑬⑭華道・茶道・書道」とな

っている。 

 

 

 ⑨伝統芸能を見るのが好き 

⑩伝統芸能の体験をしてみたい、又は習っている 

⑪落語を見るのが好き 

⑫落語をやってみたい、又はやっている 

⑬華道、書道（どちらでも）の作品を見るのが好き 

⑭茶道、華道、書道（どれでも）を自分でもやってみたい、又はやっている 

⑮囲碁・将棋（どちらでも）を自分でもやりたい、又はやっている 

⑯文化遺産や歴史的建造物などを見るのが好き 

⑰文化遺産や歴史的建造物などの保存や啓発活動をしてみたい、又はや

っている 

 

【項目】 

①詩や俳句、小説などを読むのが好き 

②詩や俳句、小説などを書いてみたい、又はすでに書いている 

③音楽を聴いたり、演劇や舞踊を見たりすることが好き 

④音楽、演劇、舞踊を自分でもやってみたい、又はすでにやっている 

⑤美術や写真の作品を見ることが好き 

⑥美術や写真の作品を自分でもつくりたい、又はつくっている 

⑦メディア芸術を見ることが好き 

⑧メディア芸術に取り組みたい、又はすでに取り組んでいる 

-2.0

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

①②詩、俳句、小

説

③④音楽、演劇、

舞踊

⑤⑥美術、写真

⑦⑧メディア芸術

⑨⑩伝統芸能⑪⑫落語

⑬⑭華道、茶道、

書道

⑮囲碁、将棋

⑯⑰文化遺産・歴

史的建造物

鑑賞が好き 取り組みたい

＜鑑賞と取り組みの関係性＞ 

＜分野別鑑賞と取り組みの関心度＞ 

2%

22%

3%

8%

10%

9%

1%

7%

1%

7%

5%

18%

6%

23%

3%

10%

13%

42%

12%

20%

28%

2%

25%

9%

28%

5%

25%

16%

39%

13%

47%

7%

30%

30%

20%

20%

23%

29%

13%

30%

20%

34%

24%

38%

23%

27%

18%

20%

13%

26%

28%

7%

27%

22%

17%

34%

18%

31%

18%

32%

17%

29%

10%

30%

7%

28%

19%

26%

9%

38%

27%

16%

51%

18%

39%

13%

39%

12%

27%

7%

33%

3%

49%

15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑰文化遺産、活動してみたい

⑯文化遺産 、好き

⑮囲碁、やってみたい

⑭華道、やってみたい

⑬華道、好き

⑫落語、やってみたい

⑪落語、好き

⑩伝統芸能、やってみたい

⑨伝統芸能、好き

⑧メディア芸術、やってみたい

⑦メディア芸術、好き

⑥美術、やってみたい

⑤美術、好き

④音楽、やってみたい

③音楽、好き

②詩、やってみたい

①詩、好き

非常にそう思う

そう思う

どちらともいえない

そう思わない

全くそう思わない
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設問３ 岐阜市の文化芸術を盛んにするための市の取り組みの重要性 

・ほとんどの分野において「重要である」「まあ重要である」をあわせると 50％を超えている。 

・特に「⑧子ども達が文化芸術を体感できる機会の充実」を重要であると回答した方が多く、約 80％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑨文化芸術の分野に功績のあった人（団体）の顕彰 

⑩伝統的文化芸術の普及、振興 

⑪伝統的文化芸術の次世代への継承や後継者の育成 

⑫伝統的建造物の活用 

⑬地域に息づく文化芸術にかかる資源の周知・活用 

⑭文化芸術を活かした地域産業の創出 

⑮外国人との文化芸術の交流の促進 

⑯文化施設の整備・充実 

 

①練習・発表・創作等の活動機会の充実 

②優れた文化芸術の鑑賞機会の提供 

③子ども、高齢者、障がい者、外国人など誰もが文化芸術に接

することができる 環境の整備 

④文化芸術に関する情報提供 

⑤地元アーティストの発掘・支援 

⑥文化芸術ボランティアの活動の場の提供・研修機会の充実 

⑦教育機関との連携による鑑賞や体験の機会の充実 

⑧子ども達が文化芸術を体感できる機会の充実 

＜市の取り組みの重要性＞ 

25%

16%

19%

16%

24%

30%

15%

10%

41%

28%

15%

22%

25%

34%

30%

20%

37%

36%

38%

39%

40%

41%

37%

27%

39%

39%

38%

34%

40%

39%

39%

36%

31%

40%

38%

39%

30%

25%

41%

46%

18%

28%

40%

36%

30%

22%

26%

37%

4%

6%

4%

4%

4%

3%

5%

12%

2%

3%

5%

6%

3%

3%

3%

4%

3%

2%

2%

2%

2%

2%

2%

5%

1%

2%

2%

2%

2%

2%

2%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑯施設の整備

⑮外国人との文化交流

⑭地域産業

⑬地域資源の周知・活用

⑫伝統的建造物活用

⑪次世代継承

⑩伝統的文化芸術振興

⑨功績者の表彰

⑧子ども向けの機会充実

⑦教育機関との連携

⑥ボランティア活動

⑤人材発掘

④情報提供

③だれもが接する環境

②鑑賞機会の提供

①活動機会充実

重要である

まあ重要である

ふつう

あまり重要でない

重要でない
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設問４ 文化施設の利用状況 

・最も利用されている文化施設は「みんなの森ぎふ メディアコスモス」であり、約 50%の方が利用している。 

・文化施設利用者の利用頻度をみると、いずれの施設も「年に１~3回程度」が最多である。 

・各施設を利用しない理由を尋ねると、ほとんどの施設で「機会・必要がない」が最多である。 

・「民間文化施設」はカルチャーセンター等の利用、「その他文化施設」は県の施設や近隣他市町の施設利用等

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜利用目的＞                        ＜利用しない理由＞ 

 

 

 

 

 

6%

1%

1%

1%

10%

3%

1%

4%

32%

1%

1%

1%

1%

11%

4%

1%

1%

9%

13%

1%

1%

1%

1%

2%

2%

2%

11%

4%

2%

2%

5%

39%

13%

11%

21%

9%

9%

23%

22%

36%

24%

19%

24%

24%

26%

84%

88%

77%

90%

90%

74%

75%

61%

50%

70%

74%

74%

55%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他文化施設

市内民間文化施設

ぎふ清流文化プラザ

サラマンカホール

ドリームシアター岐阜

加藤栄三・東一美術館

岐阜市歴史博物館

じゅうろくプラザ

長良川国際会議場

みんなの森 ぎふメディアコスモス

ハートフルスクエアーG

岐阜市文化センター

岐阜市民会館

コミュニティセンター、公民館

週に３回以上

週に１・２回程度

月に１～３回程度

３か月に１～２回程度

年に１～３回程度

全く利用しない

＜文化施設の利用頻度＞ 

151

52

42

42

5

29

22

34

11

16

26

31

4

9

22

22

11

61

24

4

42

11

22

23

17

10

65

41

56

59

42

101

109

49

66

60

18

41

34

23

72

8

3

9

19

101

151

13

13

21

16

14

24

30

23

21

0100200300400

図書館利用

子ども関連

趣味、クラブ、サークル

手続き、検診等

イベント

会議、公演、勉強会

立ち寄り、集合場所

コンサート

その他

207

251

240

259

236

226

261

172

87

189

250

231

332

49

59

54

54

93

67

59

50

40

49

61

64

32

39

33

35

30

32

38

29

62

72

36

31

33

35

2

104

58

97

88

44

51

29

28

58

45

51

35

17

24

22

17

18

20

18

36

5

38

25

68

6

26

6

42

24

31

30

23

25

23

22

34

16

23

29

27

0 100 200 300 400 500 600

機会、必要がない

施設や催しに興味がない

利用する時間がない

施設、イベントに関する情報不足

交通の便が悪い、遠い

身体的、年齢的に利用が困難である

行ってみたいが行けていない、最近は行っていない

参加できるイベントがない

その他

コミュニティセンター、公民館

岐阜市民会館

岐阜市文化センター

ハートフルスクエア―G

みんなの森 ぎふメディアコスモス

長良川国際会議場

じゅうろくプラザ

岐阜市歴史博物館

加藤栄三・東一美術館

ドリームシアター岐阜

サラマンカホール

ぎふ清流文化プラザ

市内の民間の文化施設
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設問５ 市の文化施設に望むこと 

・文化施設に望むことで最多は「交通の便の良い立地」であり、他の項目と２倍以上の票差がある。 

・次いで「使いやすい設備が整っている舞台・ホール」「著名なアーティストが訪れるような大規模ホール」「障

がい者や高齢者にも配慮」「市民が文化芸術活動に利用しやすい」が、400票程度で並んでいる。 

・「その他」の回答には、無料駐車場を求める声がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問６ 子ども達が文化芸術に関心を持つための取り組み 

・子どもが文化芸術に関心を持つためには「学校での文化芸術イベントの開催」が有効との回答が最多であり、

次いで「誰もが文化芸術に触れることができる環境づくり」の順となっている。 

・「その他」の回答には「親子で楽しめる機会の創出」という意見が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 7 自由意見 

・自由意見では、「イベント開

催」を求める意見が最も多く、

次に「広報活動のあり方」に

対する意見が多い。 

 

 

 

▼広報活動

・広報活動の現状

告知・宣伝が弱い、宣伝すべき、宣伝して欲しい(34)

何をやっているか（イベント、取り組み等）よく知らない(9)

広報ぎふなどでよく宣伝していると思う

・広報改善案

いろいろなメディアを利用して大々的な宣伝をすべき(2)

テレビ、新聞の活用

SNSを利用した広報をしてはどうか

文化施設内の撮影禁止に関して、作品に影響がないものは撮影可にした方がSNS等からの情報発信につながるのではないか

施設の年間スケジュールの公開

いつでもどこでも何が行われてるか調べられるとよい(2)

各月のイベント等をまとめた冊子があるとよい

本屋の目立つところに文化芸術に関連したコーナーをつくる

コンビニやスーパーにチラシを置いてはどうか

各会場の入り口に今開催されている立て看板やお知らせがあると入りやすい

高齢者向けの情報発信方法を考えてほしい

トイレがある、ベビーカー可かどうかをチラシ等に記載して欲しい

岐阜のメディアを活用し、災害情報を発信して欲しい

99

316

374

227

155

181

413

394

369

968

0 500 1000 1500

その他

展示会、会議等で多目的に使えること

スタッフの対応やイベントの内容が障がい者や高齢者にも配慮されていること

ユニバーサルデザインに配慮されていること

日頃の活動の成果を発表できるようなホール・施設があること

日頃の練習・創作活動ができること

使いやすい設備が整っている舞台・ホールがあること

著名なアーティストが訪れるような大規模ホールがあること

市民の文化芸術活動に利用しやすいこと

駅やバスの交通の便の良い立地であること

(票）

40

28

144

728

373

648

534

961

0 500 1000 1500

その他

特に子どもを対象とした取り組みは必要ない

身近に子どもがいないからわからない

誰もが文化芸術に触れることができる環境づくり

マンガ・アニメ等のイベントの開催

文化施設における子供向けコンサートなどイベントの開催

コミュニティセンターなど身近な場所での文化芸術イベントの開催

学校での文化芸術イベントの開催

(票）

9

21

7

7

9

4

20

6

23

79

58

0 20 40 60 80 100

他市の状況把握

市の活動

岐阜市の特色の活用

文化芸術活動に係るお金

岐阜市の交通

高齢者向けの取り組み

子ども向けの取り組み

岐阜の歴史資源の活用

学校の取り組み

イベント開催

広報活動のあり方

(票)
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1.3%

1.9%

30.6%

21.7%

24.5%

6.3%

15.8%

6.9%

61.7%

32.5%

21.7%

22.6%

19.0%

27.9%

44.8%

42.6%

49.5%

67.5%

0% 20% 40% 60% 80%

その他

読んだり、見たり、聴いたりしたものはない

たくさんの人が大切にしている古い建物など（文化遺産）

昔から続く地域の伝統行事）

書道（習字）

華道

落語

伝統芸能

メディア芸術

踊り・ダンス

演劇

写真の作品

彫刻・陶芸・工作

絵画

ポピュラー音楽

邦楽

洋楽

文学（小説・詩・俳句）

全体割合

 

■調査概要 

◯調査方法： 岐阜市内の小学 5・6年生、中学 1~3年生 

小中学校に調査票の配布・回収を依頼 

◯回収結果： 回答数 1,180（小学生 571票、中学生 609票） 

◯調査項目： ・回答者について 

・設問１ 文化芸術に対する関心について 

・設問２ 文化芸術の取り組みについて 

・設問３ 自由意見 

回答者について 

・回答数は小学生と中学生でそれぞれ 571票、609票であり、男女比は小学生、中学生ともほぼ同数である。 

・習い事は、小学生、中学生とも、塾、ピアノ、英語、書道（習字）、水泳（スイミング）が上位である。人数

は多くはないが、文化芸術に関する習い事も見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問１ 文化芸術に対する関心について 

①この１年間に学校の授業や宿題以外で鑑賞したもの 

 

・授業以外で鑑賞した分野は、

「文学」が最多であり、「メ

ディア芸術」が続く。 

・「読んだり、見たり、聴い

たりしたものはない」と回

答した小中学生は全体の約

2%であり、一般のアンケー

ト（約 27%）と傾向が異な

る（ただし一般は自宅以外

に限定）。 

・小学生と中学生で、傾向は

類似しているが、最も異な

るのは「昔から続く地域の

伝統行事」で小学生 31%、

中学生 13%で 18 ポイント

差、次いで「絵画」で小学

生 34%、中学生 22%の 8ポ

イント差であった。 

 

小中学生 

・習い事（小学生）

習い事 回答数 習い事 回答数 習い事 回答数

塾 134 エレクトーン 4 ミュージカル 1

ピアノ 101 学研 4 手話 1

英語 85 バドミントン 4 合唱 1

書道（習字） 72 少林寺 4 琴 1

水泳（スイミング） 66 国語 3 デッサン 1

そろばん 56 ハンドボール 3 合気道 1

サッカー 51 囲碁 2 三味線 1

野球 38 バイオリン 2 将棋 2

くもん 26 ヤマハ 2 生け花 1

バレー 24 テコンドー 2 相撲 1

テニス 23 ゴルフ 2 ローラースケート 1

ダンス 16 造形 2 ドッヂボール 1

空手 14 ロボット 2 トレーニング 1

バスケ 11 ギター 1 メイク 1

太鼓 10 けん玉 1 演劇 1

体操 10 漢検 1 オルガン 1

陸上 8 バトン 1 ボーイスカウト 1

バレエ 7 吹奏楽 1 無回答 125

剣道 7 劇団 1

絵画 6 スノーボード 1

新体操 5 格闘技 1

算数 5 ソフトボール 1

・習い事（中学生）

習い事 回答数 習い事 回答数

塾 180 少林寺 2

ピアノ 55 バレエ 2

書道（習字） 55 卓球 2

英語 29 茶道 2

水泳（スイミング） 24 弓道 2

ダンス 14 バドミントン 1

テニス 13 合気道 1

くもん 9 将棋 1

そろばん 8 スケート 1

サッカー 6 リルフェージュ 1

空手 5 チェロ 1

野球 5 フラダンス 1

ギター 4 ベース 1

陸上 3 ボクシング 1

バスケ 3 音楽 1

柔道 3 算盤 1

剣道 3 華道 1

バイオリン 3 アート 1

生け花 3 囲碁 1

エレクトーン 2 チアリーディング 1

合唱 2 無回答 290
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②文化芸術の関心、取り組みについて 

 

・「⑦メディア芸術」の鑑賞が好きという回答が非常に多く、続いて「③音楽・演劇」に関心がある人が多い。 

・「⑩伝統芸能」「⑫落語」への関心、取り組みの度合いは低い。 

・「⑯伝統行事」について、小学生は関心を強く持つが中学生は関心がないという回答が多く、関心度に差がつ

いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・非常にそう思う：２点、そう思う：１点、どちらともいえない：０点、そう思わない：－１点、全くそう思

わない：－２点 で回答に重み付けして、文化芸術分野ごとに加重平均をした結果をみると、「鑑賞が好き」

の傾向は類似しているが、「取り組みたい」の回答は小学生の方が全体的にチャートの面積が広く、関心をも

っていることが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学生＞                                       ＜中学生＞ 

 ⑩伝統芸能の体験をしてみたい、または習っている 

⑪落語を見るのが好き 

⑫落語をやってみたい、またはやっている 

⑬華道、書道（どちらでも）の作品を見るのが好き 

⑭茶道、華道、書道（どれでも）をやってみたい、またはやっている 

⑮囲碁・将棋（どちらでも）をやりたい、またはやっている 

⑯昔から続く地域の伝統行事や古い建物などを見るのが好き 

⑰昔から続く地域の伝統行事に参加したり、古い建物などの勉強を

したい 

①詩や俳句、小説などを読むのが好き 

②詩や俳句、小説などを書いてみたい、 またはすでに書いている 

③音楽を聴いたり、演劇や踊りを見たりすることが好き 

④音楽、演劇、踊りを自分でもやってみたい、またはすでにしている 

⑤美術や写真の作品を見ることが好き 

⑥美術や写真の作品を自分でもつくりたい、またはつくっている 

⑦メディア芸術を見ることが好き 

⑧メディア芸術に取り組みたい、または取り組んでいる 

⑨伝統芸能を見るのが好き 

-2.0

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

①②詩、俳句、小

説

③④音楽、演劇、

舞踊

⑤⑥美術、写真

⑦⑧メディア芸術

⑨⑩伝統芸能⑪⑫落語

⑬⑭華道、茶道、

書道

⑮囲碁、将棋

⑯⑰伝統行事

鑑賞が好き 取り組みたい

-2.0

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

①②詩、俳句、小

説

③④音楽、演劇、

舞踊

⑤⑥美術、写真

⑦⑧メディア芸術

⑨⑩伝統芸能⑪⑫落語

⑬⑭華道、茶道、

書道

⑮囲碁、将棋

⑯⑰伝統行事

鑑賞が好き 取り組みたい

＜分野別鑑賞と取り組みの関心度＞ 

2%

22%

3%

8%

10%

9%

1%

7%

1%

7%

5%

18%

6%

23%

3%

10%

13%

42%

12%

20%

28%

2%

25%

9%

28%

5%

25%

16%

39%

13%

47%

7%

30%

30%

20%

20%

23%

29%

13%

30%

20%

34%

24%

38%

23%

27%

18%

20%

13%

26%

28%

7%

27%

22%

17%

34%

18%

31%

18%

32%

17%

29%

10%

30%

7%

28%

19%

26%

9%

38%

27%

16%

51%

18%

39%

13%

39%

12%

27%

7%

33%

3%

49%

15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑰伝統行事、勉強したい

⑯伝統行事、好き

⑮囲碁、やってみたい

⑭華道、やってみたい

⑬華道、好き

⑫落語、やってみたい

⑪落語、好き

⑩伝統芸能、やってみたい

⑨伝統芸能、好き

⑧メディア芸術、やってみたい

⑦メディア芸術、好き

⑥美術、やってみたい

⑤美術、好き

④音楽、やってみたい

③音楽、好き

②詩、やってみたい

①詩、好き

非常にそう思う

そう思う

どちらともいえない

そう思わない

全くそう思わない
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設問２ 文化芸術の取り組みについて 

① この１年間に習っていたり、続けて取り組んでいたりするもの 

 

・「習っていない、続けて取り組んでいない」の回答が最多であり、小学生の約 42%、中学生の約 51%を占め

るが、約半数は何らかの文化芸術に関する取り組み、習い事をしている。 

・取り組んでいる分野として最多は「書道（習字）」、以下「洋楽」と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②－Ａはじめることになった理由 

 

・前問①の文化芸術活動をはじめたきっかけは、「もともと興味があったことだから」が最多である。 

・小学生では、「家族にすすめられて」が、中学生では「家族に勧められて」と「部活動・クラブ活動として」

がそれぞれ相対的に高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54

149

177

22

46

18

48

28

66

98

151

19

45

9

40

27

0 50 100 150 200 250 300 350

部活動・クラブ活動として

家族にすすめられて

もともと興味があったことだから

イベントや体験会などの参加を通して

活動をしている友人に誘われて

学校以外の友達ができると思ったから

自分の将来の夢・仕事に役立つことだから

その他

（票）

小学生

中学生

※複数回答

37

74

36

46

27

27

18

8

52

42

2

4

11

16

96

21

49

36

20

28

231

42

70

40

56

23

6

18

14

45

54

1

2

27

22

81

9

33

16

15

14

280

0 100 200 300 400 500 600

小説・詩・俳句などを書く

洋楽

邦楽

ポピュラー音楽

絵画

彫刻・陶芸・工作

写真の作品を撮る

演劇

踊り・ダンス

メディア芸術

伝統芸能

落語

茶道

華道

書道（習字）

囲碁

将棋

昔から続く地域の伝統行事

たくさんの人が大切にしている古い建物など（文化遺産）

その他

習っていない、続けて取り組んでいない

（票）

小学生

中学生

※複数回答
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②－Ｂ 取り組んでいない（できない）理由 

 

・取り組んでいない理由は、「やりたいと思ったことがない」「興味のある習い事や活動がない」の回答が多い。 

・その他の回答には、「どこで出来るのかわからない」「クラブ活動を頑張りたい」等の意見があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③これからやってみたい、習ってみたいもの 

 

・「やってみたい、習ってみたいものはない」が小学生・中学生ともに高く、中学生では最多である。 

・「やってみたい、習ってみたいものはない」を除くと、設問１①の鑑賞した分野でも多かった「メディア芸術」

がこれからやってみたいもので最多である。 

・次いで「茶道」「将棋」が続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問３ 自由意見 

・自由意見では、文化芸術を鑑賞した際の感想（「すごい」「かっこいい」「やりたいと思った」など）や、文化

芸術鑑賞の機会増加の要望、今後やってみたい分野の記載がみられる。 

・小学生・中学生ともに、伝統芸能や伝統文化・技術を守る必要性や継承に関する意見も見られる。 

 

49

52

40

46

70

73

82

44

44

121

10

13

104

64

66

47

93

38

45

115

8

67

61

49

71

41

39

67

44

80

125

11

13

88

60

45

36

91

43

43

149

7

0 50 100 150 200 250 300

小説・詩・俳句などを書く

洋楽

邦楽

ポピュラー音楽

絵画

彫刻・陶芸・工作

写真の作品を撮る

演劇

踊り・ダンス

メディア芸術

伝統芸能

落語

茶道

華道

書道（習字）

囲碁

将棋

昔から続く地域の伝統行事

たくさんの人が大切にしている古い建物など（文化遺産）

やってみたい、習ってみたいものはない

その他

（票）

小学生

中学生

※複数回答

57

86

19

102

44

1

97

16

87

112

22

78

63

4

135

20

0 50 100 150 200 250

どんな習い事や活動があるのか知らない

興味のある習い事や活動がない

場所が遠くて通えない

勉強や他の習い事で忙しい

やりたいと思ってもお金がかかりそう

障がいなどでやりたいことができない

やりたいと思ったことがない

その他

（票）

小学生

中学生

※複数回答


